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研究成果の概要（和文）：ヒマラヤの高山植物の多様性を明らかにするため、ネパールに 4 回、

中国に 2 回の調査隊を派遣し、材料の収集と解析をおこなった。その結果、新種・新産地報告

を含む分類学的知見、木材解剖学的知見、DNA を用いた分子遺伝学的知見、系統地理学的知

見など、多くの新知見が得られた。それらは 40 編の学術論文、24 件の学会発表、6 冊の図書

として公表した。また、公開シンポジウムを国内で 1 回、国外（イギリス）で１回開催した。 

 
研究成果の概要（英文）：For clarifying the diversity of alpine plants in the Himalayas, we 

dispatched six botanical research teams (four to Nepal and two to China) to collect 

materials, and analyzed them. As a result, we have gotten many interesting findings from 

the fields of taxonomy, wood anatomy, and molecular biology or phylogeography. We have 

published the results by 40 papers in scientidfic journals, 24 presentations at various 

conferences, and 6 books. Moreover, we held two public symposia on diversity of the 

Himalayan alpine plants, one in Japan, and another in Scotland, UK. 
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１．研究開始当初の背景 

高山に発達する植物相の多様性や環境との
関連を研究する上で、世界最大の山脈である
ヒマラヤは最適なフィールドである。ヒマラ
ヤの山麓は東单アジアに続く熱帯・亜熱帯系

の植物相をもつが、中腹には日本とも関係の
ある植物相が発達し、植物地理学上、日華区
系に含められる。しかし、高山帯の植物相は
それらとは明らかに異質であり、最近の研究
ではヒマラヤ・中国植物区系区として中国西
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单部やチベット東部地域とともに一区系と
して扱う見解が広く支持を得ている。 

２．研究の目的 

本研究では、ヒマラヤ・中国西部の地区を中
心に、それぞれの植物相を実地に調査し、第
一にそれぞれの地域の植物相の多様性につ
いて分類学的研究をおこなう。次にその結果
を分子遺伝学、細胞遺伝学および解剖学手手
法による分析結果とともに地域間で比較す
ることにより、ヒマラヤと中国西部高地地区
とユーラシア温帯地域の植物相の類縁関係
をその主要な構成属での種間・グループ間の
系統関係から推定する。さらに、ヒマラヤ高
山帯植物相の起源とその発達過程とについ
て生物地理学的に考察することを主たる目
的とする。 

３．研究の方法 

ヒマラヤ・中国西部高地地域で現地調査をお
こなった。現地調査では、地域内に見いださ
れた高等植物全種について、生育状況を調べ
た上で標本として採集した。特にこの地域で
多様化したと考えられる分類群については、
分子遺伝学的解析、細胞遺伝学的解析、解剖
学的解析に用いる試料を収集した。 
収集した標本・試料とこれまでに蓄積された
標本などを用い、分類学的研究をおこなうと
同時に、細胞学的解析、分子遺伝学的解析、
解剖学的解析をおこなった。 
４．研究成果 
(1) 分類学的解析 
ケシ科 Meconopsis 属、ツリフネソウ科ツリ
フネソウ属、ユキノシタ科ユキノシタ属、キ
ク科トウヒレン属などで新種を記載すると
同時に、多数の新産地を報告した。これらの
結果は、当該地域の植物相の解明に寄与する
ものである。 
(2) 細胞遺伝学的解析 
トウダイグサ科トウダイグサ属、カヤツリグ
サ科について、新たに染色体数を報告した。
当該地域の植物の染色体数については、まだ
明らかになっていないものが多く、特に高山
性の種の染色体数はほとんど明らかになっ
ていないことから、今後も同種の解析を進め
る必要がある。 
(3) 分子遺伝学的解析 
バラ科キジムシロ属、カヤツリグサ科
Erioscirpus 属、ツツジ科ツツジ属、オオバ
コ科オオバコ属、キク科トウヒレン属の種に
ついて、分子遺伝学的解析がおこなわれた。
DNA を用いた分子遺伝学的・系統地理学的解
析は、ヒマラヤ地域ではまだあまりおこなわ
れておらず、今後の同種の研究の先駆けとな
るものと考えられる。 
(4) 解剖学的解析 
マオウ科マオウ属、ツツジ科ツツジ属の種に
ついて、環境の変化と材構造の関係について
解析をおこなった。特に標高と材構造に明ら

かな関連が見られ、ヒマラヤの環境の変化に
対する植物の内部形態的適応性を示すこと
ができた。 
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